






路面状況がよくない時も安定感のある走り。[A]

たとえば、濡れたマンホ ー ルや石畳、トラムレ ー ル、砂まじりの道路でも、LMWテクノロジ ーは力を発揮します。前輪の左右どちら [Al 

かがグリップを失ったとしても、もう片方がグリップしていれば滑りやすい路面状況の影響を受けにくくなり、前輪のスリップによる

転倒リスクを低減します。

LMWは「パラレログラムリンク」と

「片持ちテレスコピックサスペンション」を

独自の車体設計に調和させ、走りの爽快感と

安定感を両立した技術です。

「パラレログラムリンク」は、 コー ナリング時に

フロントニ輪と車体を同調させ、リーンさせる機能。

二輪の接地幅の変化も少なく、自然な操作感と

乗りやすさを味わえます。

フロントニ輪ならではの高い制動安定性。[B]

LMWテクノロジーは、フロントニ輪によって高いグリップカが得られます。万一、直進中に急停止した場合でも、

前輪がロックしにくく、前輪ロックによる転倒リスクを低減します。また、旋回中にやむを得ずフロントブレ ー キ

をかけた場合でも、フロントニ輪であることから車両が起き上がる挙動が穏やかで、コントロ ー ルしやすい

ものになっています。
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さまざまな路面状況で

乗り手のテクニックを

アシストするLMWテクノロジ一

一

「片持ちテレスコピックサスペンション」は、

スポーティな走行感や軽快感などに頁献。

左右それぞれにタンデム ・ 倒立式サスペンションを

採用することで、自然なハンドリング特性に

加えて、優れたクッション性も実硯しました。

段差などの衝撃もスムー ズに吸収。[C]

LMWテクノロジーは、自然なリ ーンを生み出す「パラレログラムリンク」と、フロントニ輪にそれぞれ

独立して取りつけられた「片持ちテレスコピックサスペンション」が両方働くことで、段差などの衝撃

を吸収する役割を果たします。

不意の横風でも安定感のある走り。[□]

フロントニ輪であることによって、急な横風でもふらつきが少なく、安定感に優れています。

旋回進入時にふらつきにくい。

フロントニ輪であることからタイヤの性能を効率よく引き出すことが可能となり、コ ー ナ ー進入時に

車両がふらつきにくく、狙ったラインを走行しやすくなっています。

LMWの運転は疲れにくい。

LMWの運転は疲れにくい、という点について3つの計測方法でLMWと比較二輪車を複数のライダーが乗り比べ、

実証実験を行い検証しました。その結果、①LMWは車体の安定感が高く※＼②有効視野が広く※氏③精神的負担が

小さい※3ことから、LMWの運転は疲れにくい※4ことが実証されました。

※1フロントニ綸のLMWは車体の安定感が高いため、ライダーに心の余裕が生まれます。

※2フロントニ輪のLMWIお運転中のライダー の視野が広がるため、心の余裕やリスクの

回遊につながります。

※3フロントニ輪のLMWは運転中のライダー の精神的負担が少なく、リラックスした状態を保ち

やすいことから集中力の持続につながります。

※4フロントニ輪のLMWは「 車体の安定感が高い」とライダー が感じ、「より広い視野」による走行が可能

となり、 「精神的負担も軽減」されることがわかっています。つまり 「LMWの運転は疲れにくい」というメリットが

あると言えます。

LMWテクノロジーについての

さらに詳しい情報はこちら 〉〉〉

[Cl 

[□]

：：．ご．：：•：：：:．：．
． 

：.：:：: 
.

.

.
.
..
.

.
... . ... :'.：

.
:：·.： 

{•こ：：口9....•• ：〉

https://www.yamaha-motor.co.jp/mc/lineup/lmw/technology/




https://www.ysgear.co.jp/Products/List/top/model/1205?utm_source=ymc-cat&utm_medium=qrcode&utm_Campaign=20210208
https://www.yamaha-motor.co.jp/mc/lineup/tricity/
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